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支援（合理的配慮）を希望する学生は、学修アクセシビリ

ティ支援室にてニーズの確認をした後所定の手続きを経

てさまざまな配慮を受けることができます。支援開始まで

の流れは以下になります。

 

1.　学修アクセシビリティ支援室のスタッフとニーズ の確

認

2.　必要書類の提出

• 医師の診断書またはカウンセラーなど専門

家の所見

• 障害学生支援申請

• これまでに受けた支援等を説明する文書な

ど (任意)

3.　支援室スタッフと配慮内容について協議

4.　配慮依頼の内容を学修アクセシビリティ支援室か　   

ら担当教員に通知

 

遡っての合理的配慮はできません。申請手続きに時間が

かかることがありますので、学期はじめに学修アクセシビ

リティ支援室にご連絡ください。

※申請手続きがWeek 4の最終日までに完了しない場

合、配慮依頼は翌学期から有効となります。

学修支援申請の流れ
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合理的配慮の例

 

合理的配慮とは

 大学における合理的配慮とは、障害のある学生が障害のない   

学生と平等に教育を受けるために必要な変更や調整を行うことで

す。配慮の内容は障害の種別や程度だけでなく、授業の内容や環

境、学生自身の希望などによって変わります。

学生と教員の間に立って、必要な配慮の依頼や調整を行

います。試験への配慮は、試験時間の延長や別室受験な

どです。

筆記やパソコンでの文字入力が困難な場合、代筆やパソコ

ンのタイピングを学生サポーターが代わりに行います。ま

た、必要に応じて音声入力ソフトをインストールしてあるパ

ソコンの貸し出しを行うこともあります。

試験および課題などの配慮の依頼 遠くの教室への移動が困難な場合や、教室の設備やス

ペースなどで問題がある場合、教室を変更したり、必要

な処置を行えるよう可能な調整をします。
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Title06
授業および試験時に問題が生じる場合に、支援機器や

支援ソフトウェアなどの機器を貸し出します。

○○○○○○○○○○○○○○○○○○

その場で話されている授業内容や教員・学生の発言などを

PCや手書き、音声認識ソフトなどで文字通訳します。

授業で使用する教科書、資料をそのまま利用することが困

難な場合、学生が利用できるよう加工（点訳、文字サイズ

の拡大やレイアウト修正、テキストデータ化など）して提供し

ます。

ノートテイク支援

教材の加工

代筆・タイピング支援

学内での移動が困難な場合や授業の出席に支障が出る場

合、必要に応じて学生サポーターを配置します。

移動支援・ガイドヘルプ

障害学生支援に関する基本方針

国際基督教大学は世界人権宣言の原則に立ち、す

べての学生が機会の平等を基礎としていかなる差別

もなく尊厳をもって学ぶことのできる環境を整備、維

持する。本学は障害のある者が障害のない者と平等

に学修、教育、研究及びその他の関連する活動全般

に参加できる機会を確保する。

学修アクセシビリティ支援室について

ICUでは上記基本方針のもと、学修アクセシビリティ

支援室が窓口となり身体障害（肢体不自由・視覚障

害・ろう／難聴）、内部障害、学習障害、発達障害、精

神障害等のある学生に合理的配慮を提供していま

す。学修アクセシビリティ支援室では学生、教職員、

関連部署等と連携してユニバーサルな学修環境整備

のための啓発活動も行っています。

情報機器の貸出

教室配慮

学修アクセシビリティ支援室の使用

支援ソフトウェアが使えるパソコンや点字プリンタ、拡大

読書器、立体プリンターなどを利用できます。支援室は

勉強や休憩するスペースとしても使用できます。

ニーズを考慮し必要に応じた支援を行います。大

学生活で困ったこと、質問などありましたらまずは

学修アクセシビリティ支援室までご相談ください。


